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史
料
１ 

（
毛
利
家
文
庫
「
二
十
八
冊
御
書
付
」） 

 

「
六
」
覚 

一
在
々
之
者
共
ま
ふ
け
の
為
と
候
て
、
暇
な
し
に 

 

長
崎
へ
参
り
、
す
く
に
行
留
り
、
在
々
漸
々
人 

 

す
く
な
く
成
、
耕
作
の
為
宜
し
か
ら
さ
る 

 

よ
し
相
聞
候
、
暇
な
し
に
他
国
出
候
儀
は 

 

先
年
ゟ
之
御
法
度
候
、
自
今
以
後
為
商
売 

 

暇
を
乞
、
参
候
も
の
ハ
格
別
、
暇
な
し
に
ぬ
け
候
て 

 

長
崎
へ
参
り
候
も
の
ハ
、
再
御
国
中
へ
御
戻
し 

 

不
被
成
候
条
、
此
段
百
姓
中
納
得
候
様
ニ
念
を
入 

 

可
被
申
聞
候
事 

右
之
通
毎
年
一
度
宛
才
判
中
江
可
被
申
触
候
、
以
上 

 
 

正
徳
四
年
五
月
朔
日 

 

浦 

図
書 

                        

日  

大
学 

         
 
 

御
代
官
中 

 

●
概
要 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
月
一
日
付
け
の
萩
藩
の
法
令
。
当
職
（
国
元
の
民
政
・
財
政
を
管
轄
す
る
重
役
）
浦

図
書
・
日
野
大
学
が
、
各
代
官
（
藩
内
の
民
政
を
担
当
す
る
地
方
官
）
に
宛
て
た
も
の
。
村
々
の
百
姓
ら
に
対
し
、

藩
の
許
可
な
く
長
崎
な
ど
他
国
へ
出
る
こ
と
を
禁
止
す
る
原
則
を
き
ち
ん
と
守
ら
せ
る
よ
う
命
じ
た
内
容
。 

 

●
大
意 

村
々
の
者
（
百
姓
）
た
ち
が
、
商
売
の
た
め
と
言
っ
て
藩
の
許
可
な
く
長
崎
な
ど
に
往
き
、
そ
の
ま
ま
同
地
に
留

ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
村
々
で
は
だ
ん
だ
ん
と
人
口
が
減
り
、
耕
作
に
支
障
を
来
す
状
況
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

許
可
な
く
他
国
へ
出
る
こ
と
は
以
前
よ
り
ご
法
度
（
禁
制
）
で
あ
る
。
今
後
商
売
の
た
め
に
許
可
を
得
て
出
か
け
る

も
の
は
別
に
し
て
、
許
可
な
く
村
を
出
て
長
崎
な
ど
に
行
っ
た
も
の
は
、
二
度
と
国
中
に
は
帰
さ
な
い
の
で
、
こ
の

こ
と
を
代
官
か
ら
百
姓
た
ち
に
納
得
さ
せ
る
よ
う
、
念
を
入
れ
て
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
に
。 

右
の
こ
と
を
毎
年
一
度
ず
つ
、
担
当
す
る
宰
判
中
へ
申
し
触
れ
る
よ
う
に
。 

    

（
儲 

け
） 

（
当
職
浦
元
敏
） 

（
す
ぐ
に
） 

（
由
） 

（
暇
無
し
） 

（
抜
け
） 

（
当
職
日
野
元
幸
） 
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史
料
２
（
毛
利
家
文
庫
「
二
十
八
冊
御
書
付
」） 

  

「
六
」
覚 

一
伊
勢
へ
ぬ
け
参
仕
候
儀
、
先
年
よ
り
の
御
法
度
候
、 

 

然
と
も
于
今
不
絶
ぬ
け
参
仕
之
由
相
聞
、
不 

 

謂
儀
候
、
且
又
御
国
ゟ
伊
勢
へ
の
往
来
凡 

 

三
四
十
日
ハ
懸
り
可
申
候
、
此
日
数
之
中
、
地
下
に 

 

其
者
共
之
居
不
申
を
庄
屋
・
畔
頭
も
不
存 

 

候
哉
、
欠
落
者
之
外
、
終
に
申
出
無
之
候
、 

 

自
今
以
後
男
女
共
ニ
一
人
ニ
て
も
暇
な
し
に 

 

其
地
下
を
出
候
も
の
於
有
之
者
、
七
日
ゟ
内
に 

 

可
申
出
候
、
若
緩
仕
、
不
申
出
に
お
ゐ
て
ハ 

 

公
儀
申
出
、
庄
屋
・
畔
頭
の
越
度
に
可
申
付
候
事 

右
之
通
毎
年
一
度
宛
可
申
聞
候
、
以
上 

    

正
徳
四
年
五
月
朔
日     

御
代
官 

                    

諸
庄
屋
中 

 

●
概
要 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
月
一
日
付
け
の
萩
藩
の
法
令
。
史
料
１
を
受
け
、
代
官
が
管
轄
す
る
宰
判
内
の
村
の

庄
屋
に
宛
て
通
知
し
た
も
の
。
史
料
１
の
内
容
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
表
現
に
は
違
い
が
あ
り
、
よ
り
具
体
的
な
指
示
と

な
っ
て
い
る
。 

 

●
大
意 

伊
勢
神
宮
へ
抜
け
参
宮
す
る
こ
と
は
以
前
よ
り
ご
法
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
も
絶
え
ず
抜
け
参
り
を
し
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
け
し
か
ら
ん
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
許
か
ら
伊
勢
へ
は
往
復
三
〇
～
四
〇
日
も
か
か
る
。
そ

の
間
、
村
に
そ
の
者
が
い
な
い
こ
と
を
庄
屋
や
畔
頭
も
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
村
か
ら
出
奔
し
た
欠
落
者
と
は

別
に
、
藩
に
申
し
出
る
こ
と
な
く
、
男
女
と
も
一
人
で
も
許
可
な
く
そ
の
村
を
出
る
も
の
が
い
た
ら
、
七
日
以
内
に

藩
に
申
し
出
る
よ
う
に
。
も
し
怠
慢
し
、
藩
に
申
し
出
な
か
っ
た
場
合
は
、
藩
上
層
部
に
伝
え
、
庄
屋
・
畔
頭
の
落

ち
度
と
し
て
処
罰
す
る
。 

右
の
こ
と
を
毎
年
一
度
ず
つ
、
村
人
た
ち
へ
申
し
触
れ
る
よ
う
に
。 

   

（
抜
け
参
り
） 
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史
料
３ 

（
金
津
家
文
書
400
） 

手
形 

防
州
吉
敷
郡
矢
田
村
百
姓 

金
津
治
兵
衛
立
願
有
之
、
伊
勢 

参
宮
仕
候
、
宗
門
旁
相
改
、
無
紛
者
ニ 

御
座
候
条
、
海
陸
諸
御
関
所 

無
其
煩
御
通
可
被
下
候
、
已
上
○印 

   

延
享
四
卯
ノ        

松
平
大
膳
大
夫
内 

     

正
月
廿
一
日         

鷲
頭
小
右
衛
門 

印 
  
 
 
 
 
 

諸
所 

        
 
 
 

御
究
衆
中 

 

●
概
要 

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
一
月
二
十
一
日
、
萩
藩
の
山
口
代
官
鷲
頭
小
右
衛
門
名
で
出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
往
来

手
形
。
萩
藩
領
周
防
国
吉
敷
郡
矢
田
村
（
現
山
口
市
矢
田
）
の
百
姓
金
津
治
兵
衛
が
伊
勢
参
宮
に
行
く
こ
と
を
許
可

さ
れ
た
と
き
の
も
の
。
な
お
、
史
料
４
と
は
別
の
時
期
の
文
書
。 

 

●
大
意 

周
防
国
吉
敷
郡
矢
田
村
の
百
姓
金
津
治
兵
衛
に
立
願
の
思
い
が
あ
り
、
伊
勢
参
詣
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
者
に
つ

い
て
は
宗
門
改
め
も
行
い
、
問
題
の
な
い
者
で
す
。
海
陸
の
関
所
を
支
障
な
く
通
過
さ
せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

      

（
萩
藩
六
代
藩
主
毛
利
宗
広
） 
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史
料
４ 

（
金
津
家
文
書
400
） 

 

御
断
申
上
候
事 

私
儀
多
年
宿
願
御
座
候
ニ
付
、
当
月
廿
日
頃
出
立
、 

伊
勢
大
神
宮
江
参
詣
仕
度
奉
存
候
、
四
月
上
旬 

ニ
者
罷
帰
申
候
間
、
御
心
入
を
以
右
日
数
御
暇
被
遣
、 

往
来
御
手
形
被
下
置
候
様
奉
願
候
、
私
留
守
中 

御
用
筋
之
儀
者
、
倅
三
五
郎
江
代
勤
被
仰
付
被
遣 

候
様
、
偏
ニ
奉
願
候
、
此
段
宜
被
成
御
沙
汰
可 

被
下
候
、
以
上 

   

寅
ノ
二
月            

給
庄
屋 

                          

金
津
治
郎
兵
衛 

     
 
 

小
都
合 

       
 
 

中
川
源
右
衛
門
殿 

 

右
前
書
治
郎
兵
衛
ゟ
御
願
申
出
候
通
、
被
遂 

御
許
容
被
遣
候
様
奉
願
候
、
於
他
国
万
一
御
物
切
ニ 

罷
帰
不
申
候
ハ
ヽ
、
私
共
連
帰
り
御
厄
害
懸
ケ 

申
間
敷
候
、
以
上 

    

同
日                

五
人
組 

                           

同 

二
郎
左
衛
門 

                           

同  

十
五
郎 

                           

同 

三
郎
兵
衛 

                           

同 

作
二
郎 

 

●
概
要 

寅
（
年
未
詳
）
二
月
、
萩
藩
領
周
防
国
吉
敷
郡
矢
田
村
（
現
山
口
市
矢
田
）
の
給
庄
屋
（
給
地
を
管
轄
す
る
村
役

人
）
金
津
治
郎
兵
衛
が
、
伊
勢
参
宮
の
た
め
村
を
離
れ
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
文
書
。
い
わ
ば
旅
行
申
請
書
。
あ

て
先
の
「
小
都
合
」
は
給
庄
屋
を
た
ば
ね
る
役
職
。
五
人
組
の
百
姓
が
連
名
で
奥
書
し
、
も
し
期
限
ま
で
に
帰
っ
て

こ
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
自
分
た
ち
が
連
れ
戻
し
に
行
く
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。 

 

●
大
意 

私
、
給
庄
屋
金
津
治
郎
兵
衛
は
、
長
年
の
宿
願
が
あ
り
、
今
月
の
二
十
日
頃
出
発
し
て
、
伊
勢
参
宮
に
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
四
月
上
旬
に
は
帰
っ
て
く
る
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
か
そ
の
間
、
庄
屋
の
職
務
は
お
暇
を
い
た

だ
き
、
往
来
手
形
を
発
給
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
私
の
留
守
中
、
庄
屋
の
仕
事
は
倅
の
三
五
郎

に
代
役
を
命
じ
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
以
上
、
よ
ろ
し
く
ご
沙
汰
く
だ
さ
い
。 

右
前
書
き
の
よ
う
に
、
治
郎
兵
衛
の
願
出
を
許
可
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
万
一
、
期
日
ま
で
に
帰

っ
て
こ
な
い
場
合
に
は
、
私
た
ち
五
人
組
の
者
が
治
郎
兵
衛
を
連
れ
帰
り
、
ご
厄
介
は
お
か
け
し
ま
せ
ん
。 

  

※
裏
書
が
見
え
る
箇
所
は
省
略
し
て
い
ま
す
。 


